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福
ふく

田
だ

　嗣
つぐ

久
ひさ

　議長

　

議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
感
じ
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
大
流
行
に
よ
る
大

き
な
不
安
と
生
活
の
制
約
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
る
原
油
、
天
然
ガ
ス
の
高
騰
。
小
麦
を
中

心
と
し
た
食
料
不
安
。
さ
ら
に
は
欧
米
と
の
金
融
政

策
の
違
い
に
よ
る
大
幅
な
円
安
か
ら
輸
入
物
価
の
高

騰
へ
。
大
き
な
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
に
向
け
て
の
世
界

的
な
取
り
組
み
な
ど
、
大
変
革
の
時
期
に
突
入
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
変
難
し
く
厳
し
い
中
で
市
政
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
当
局
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
こ
の
難
局
に
立
ち
向
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
市
議
会
へ
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
持
続
可
能
な
穏
や
か
な
町
づ
く
り
に
向

け
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

持
続
可
能
な

　
町
づ
く
り
に
向
け
て

議
長
　
福
　
田
　
嗣
　
久

新たな議会体制が始動！ 11
月
臨
時
会
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　令和4年第5回豊岡市議会（臨時会）を11月15日に開催しました。
　臨時会では、正副議長および各常任委員等を選任しました。
　続いて、監査委員の選任議案に同意し、新しい議会体制がスター
トしました。

木
き

谷
たに

　敏
とし

勝
まさ

　監査委員

西
にし

田
だ

　真
まこと

　副議長

新たな議会体制が始動！
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◎清
し
水
みず
　寛

ひろし
（50歳）

令和とよおかクラブ
前年の建設経済委員長に続き、総務
委員長を拝命。職責に見合うべく引
き続き全力で頑張ります。

木
き
谷
たに
　敏
とし
勝
まさ

（68歳）
豊義会

先輩諸氏が積み上げてきたことを尊
重し、その上で新しい感覚を取り入
れて市政推進に邁進したい。

義
よし
本
もと
　みどり（55歳）

ひかり
議会の形式に戸惑うこともありまし
たが、初心を忘れず、何事も学びと
捉え自分らしく取り組みます。

荒
あら
木
き
　慎
しん
大
た
郎
ろう

（27歳）
豊義会

自分のやるべきことが明確になった
一年でした。一歩ずつではあります
が、精進して参ります。

森
もり
垣
がき
　康
こう
平
へい

（49歳）
豊義会

多くの事を学べた一年となりました。
今後は教育・観光・農業振興等を中
心に活動していきます。

○芦
あし
田
だ
　竹
たけ
彦
ひこ

（67歳）
豊岡市議会公明党

「子どもの幸せを優先する社会」を目
指し、出産・子育ての伴走型相談支
援と経済的支援に取り組む。

村
むら
岡
おか
　峰
みね
男
お

（74歳）
日本共産党豊岡市会議員団

若い議員が多くなり活性化した反面、
議会・議員の使命とは何か。常に問
いかける議会でありたい。

福
ふく
田
だ
　嗣
つぐ
久
ひさ

（69歳）
令和とよおかクラブ

コロナ禍、原燃油高が吹き荒れる一
年であったが、地域社会の持続性を
求めて行きたい。

１　

基
本
構
想
と
市
政
運
営

２　

地
方
創
生
施
策
の
推
進

３　

地
方
財
政
及
び
行
財
政
改
革

４　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

５　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
課
題
と
推
進

６　

消
防
行
政
の
推
進

７　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

８　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
推
進

９　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係
る
予
算
編
成
・

執
行

※議長のため委員会所属辞退

新しい委員会構成と24人のプロフィール
氏名、年齢、会派（12月1日現在）
この１年の活動を振り返り、今後目指
したいこと
◎は委員長　○は副委員長

総
務
委
員
会
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上
うえ
田
だ
　伴
とも
子
こ

（72歳）
日本共産党豊岡市会議員団

コロナで制限される活動が多かった
が、今以上に市民の声を聞き、市政
に反映していきたい。

◎岡
おか
本
もと
　昭

しょう
治
じ

（67歳）
豊義会

みなさまとのお約束をこころに留め、
お役に立てる喜びを感じながら、緊
張感をもって活動したい。

竹
たけ
中
なか
　理

さとる
（57歳）

豊岡市議会公明党
監査委員として改めて行政の複雑さ
を学ぶことができました。この経験
を活かしさらに研鑽努力します。

石
いし
田
だ
　清

きよし
（64歳）

令和とよおかクラブ
今後も「一人はみんなのために、み
んなは一人のために」が指針です。「人
一人ハ大切ナリ」です。

小
こ
森
もり
　弘
ひろ
詞
し

（39歳）
豊義会

知らなかったことを知り、学べなかっ
たことを学んだ１年。着実に実践に
活かしたいと思います。

西
にし
田
だ
　真

まこと
（68歳）

ひかり
安心して暮らせる街づくりのために、
医療・福祉・教育の充実を目指して
まいります。

○米
よね
田
だ
　達
たつ
也
や

（48歳）
豊義会

アッという間の1年間でした。決し
て初心忘れず、市民の皆さまのため、
変わらず活動して参ります。

田
た
原
はら
　宏
こう
二
じ

（58歳）
令和とよおかクラブ

日々勉強です。
11月から違う委員会に所属し、俯瞰
的視点が持てるよう、精進します。

１　

福
祉
等
の
充
実

２　

医
療
の
確
保

３　

環
境
衛
生

４　

交
通
安
全
・
防
犯
対
策

５　

教
育
を
め
ぐ
る
諸
問
題

６　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

７　

文
化
財
の
保
護
と
伝
統
文
化
の
継
承

８　

生
涯
学
習

９　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

新しい委員会構成と24人のプロフィール
文
教
民
生
委
員
会
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◎田
た
中
なか
　藤
とう
一
いち
郎
ろう

（55歳）
令和とよおかクラブ

各福祉センター存続や子育て、市民
政策を訴えてきた。今後も「主人公
は市民」を旨に頑張りたい。

太
おお
田
た
　智
とも
博
ひろ

（53歳）
ひかり

この一年議員として多くのことを学
びました。今後はさらに市民の皆さ
んに信頼されるよう頑張ります。

　前
まえ
野
の
　文

ふみ
孝
たか

（54歳）
会派　おおぞら

コロナ禍や物価高対策に取り組みな
がら、地域が元気になる人口減少対
策にも取り組みたい。

浅
あさ
田
だ
　徹

とおる
（70歳）

豊義会
元祖コウノトリの町を活かし、若者
に選ばれ芸術文化等交流人口増によ
る環境・観光経済の活性化。

　前
まえ
田
だ
　敦
あつ
司
し

（38歳）
豊義会

さまざまな方と話をさせていただい
た、あっという間の１年でした。今
後もより良い豊岡に向け活動します。

○芹
せり
澤
ざわ
　正
まさ
志
し

（58歳）
豊義会

コロナ禍の中、必死で生活されてい
る市民の皆さんをみて、将来にわた
る安定した生活を目指します。

須
す
山
やま
　泰
ひろ
一
かず

（53歳）
日本共産党豊岡市会議員団

平和都市宣言、水道料金値上げ反対
等に取り組んできました。より一層、
庶民の立場で頑張ります。

松
まつ
井
い
　正
ただ
志
し

（71歳）
令和とよおかクラブ

地域の隅々まで市政の光が届き、老
若男女すべての市民が、笑顔で暮ら
すことのできるまちの実現。

１　

環
境
経
済
戦
略
の
推
進

２　

�

農
林
水
産
業
・
商
工
・
観
光
・
特
産
振
興
等
経
済

支
援
、
地
域
活
性
化
施
策
の
推
進

３　

有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進

４　

地
域
内
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

５　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

６　

公
営
住
宅
の
あ
り
方

７　

�

下
水
道
事
業
計
画
及
び
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
推

進

８　

専
門
職
大
学
と
演
劇
の
ま
ち

９　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
地
域
経
済
対
策

建
設
経
済
委
員
会

新しい委員会構成と24人のプロフィール
氏名、年齢、会派（12月1日現在）
この１年の活動を振り返り、今後目指
したいこと
◎は委員長　○は副委員長
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１　一般会計予算に関する事項
２　一般会計決算に関する事項

１　議会の運営に関する事項　　　　　　
２　会議規則、委員会条例等に関する事項
３　議長の諮問に関する事項　　　　　　

◎　西　田　　　真
○　清　水　　　寛
○　岡　本　昭　治
○　田　中　藤一郎
　　浅　田　　　徹
　　芦　田　竹　彦
　　荒　木　慎大郎
　　石　田　　　清
　　上　田　伴　子
　　太　田　智　博
　　木　谷　敏　勝
　　小　森　弘　詞

　　須　山　泰　一
　　芹　澤　正　志
　　竹　中　　　理
　　田　原　宏　二
　　前　田　敦　司
　　前　野　文　孝
　　松　井　正　志
　　村　岡　峰　男
　　森　垣　康　平
　　義　本　みどり
　　米　田　達　也

◎　浅　田　　　徹

○　松　井　正　志

　　太　田　智　博

　　岡　本　昭　治

　　清　水　　　寛

　　竹　中　　　理

　　田　中　藤一郎

　　村　岡　峰　男

市議会選出議員

特別委員会

予算決算委員会
（議長を除く23名）

議会運営委員会
（8名）

議会広報広聴（8名） 交通網問題対策等調査（8名） 防災対策調査（7名）

◎　前　野　文　孝
〇　石　田　　　清
　　芦　田　竹　彦
　　荒　木　慎大郎
　　芹　澤　正　志
　　西　田　　　真
　　村　岡　峰　男
　　森　垣　康　平

◎　竹　中　　　理
〇　小　森　弘　詞
　　岡　本　昭　治
　　清　水　　　寛
　　須　山　泰　一
　　田　原　宏　二
　　前　田　敦　司
　　義　本　みどり

◎　上　田　伴　子
○　太　田　智　博
　　浅　田　　　徹
　　木　谷　敏　勝
　　田　中　藤一郎
　　松　井　正　志
　　米　田　達　也

北但行政事務組合議会（8名） 公立豊岡病院組合議会（10名） 但馬広域行政事務組合議会

荒　木　慎大郎
上　田　伴　子
太　田　智　博
竹　中　　　理

田　原　宏　二
前　田　敦　司
村　岡　峰　男
森　垣　康　平

浅　田　　　徹
芦　田　竹　彦
岡　本　昭　治
小　森　弘　詞
清　水　　　寛

須　山　泰　一
田　中　藤一郎
西　田　　　真
松　井　正　志
米　田　達　也

福　田　嗣　久

新しい委員会構成と24人のプロフィール
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10
月
の
会
派
再
編
に
お
い

て
、
新
た
に
１
名
の
議
員
の

合
流
に
よ
り
、
総
勢
９
名
で

議
会
対
応
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
旧
１
市
４
町
に

活
動
拠
点
を
置
く
議
員
構
成

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今

ま
で
以
上
に
広
範
囲
か
ら
の

情
報
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
利
点
を
十
分

に
活
か
し
な
が
ら
、
豊
岡
市

全
体
を
考
え
行
動
で
き
る
会

派
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
20
歳
代
か
ら
70
歳
代
ま

で
の
各
世
代
で
構
成
し
、
ど

の
世
代
の
市
民
か
ら
も
ご
意

見
が
お
聞
き
で
き
る
、
市
民

に
開
か
れ
た
会
派
を
、
昨
年

に
引
き
続
き
目
指
し
ま
す
。

豊義会

市民に開かれた会派を目指します

　幹事長　岡本　昭治
　副幹事長　芹澤　正志
　　〃　　森垣　康平
　会　計　小森　弘詞

浅田　　徹
荒木慎大郎
木谷　敏勝
前田　敦司
米田　達也

　

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、
大
企
業

中
心
の
自
民
政
治
の
下
で
、
大
軍

拡
、
社
会
保
障
の
後
退
と
物
価
高

騰
か
ら
、
地
方
自
治
体
の
本
来
の

任
務
で
あ
る
「
市
民
の
暮
ら
し
を

守
り
住
民
福
祉
の
向
上
」「
国
の

悪
政
か
ら
暮
ら
し
守
る
防
波
堤
」

と
な
る
豊
岡
市
政
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

女
性
議
員
を
生
み
出
す
こ
と
を

重
視
し
て
き
た
議
員
団
と
し
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
本

気
で
取
り
組
む
こ
と
が
、「
誰
も

が
住
み
や
す
い
豊
岡
市
」
と
な
る

と
確
信
し
、
い
ち
早
く
行
政
の
課

題
と
し
た
こ
と
を
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

日本共産党
豊岡市会議員団
市民の暮らし守る立場こそ最優先で取り組みます

団長・幹事長　村岡　峰男
会計幹事　上田　伴子
幹　　事　須山　泰一

各会派の

抱負 ・取り組み
会派とは、議会　で同じ政策を持つ

議員の集団　をいいます。
　　2022年12月1日　現在、6会派があります。

　

私
た
ち
三
人
は
、
得
意
分
野
や

も
の
の
見
方
や
考
え
方
も
三
者
三

様
で
あ
り
な
が
ら
常
に
市
民
目
線

で
物
事
を
考
え
、
よ
り
良
い
地

域
、
よ
り
良
い
市
政
発
展
の
た
め
、

「
是
々
非
々
」
で
お
互
い
の
考
え

方
や
姿
勢
を
尊
重
し
合
い
、
決
し

て
意
見
を
封
じ
込
め
る
こ
と
は
せ

ず
、
個
々
人
が
強
い
責
任
感
を

も
っ
て
発
言
し
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
弱
者
で
あ
る
障
害
者
、

高
齢
者
、子
ど
も
等
に
「
ひ
か
り
」

が
あ
た
る
よ
う
、
ど
こ
に
暮
ら
し

て
も
「
し
あ
わ
せ
」
を
実
感
で
き

る
よ
う
市
民
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

市民にとって安全・安心なまちを目指して！

　代　表　太田　智博
　副代表　西田　　真
　会　計　義本みどりひかり
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一
人
の
会
派
で
す
が
、
他
の
会

派
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
県
庁
訪
問

を
行
い
、
市
外
で
の
視
察
や
研
修

を
行
う
な
ど
、
市
議
会
を
横
断
的

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
の
高
騰
な
ど
、

市
民
や
市
内
企
業
に
対
す
る
厳
し

い
風
が
吹
く
中
、
皆
さ
ん
の
声
を

市
政
に
届
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
言

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
統
合
や
障
害
者

支
援
な
ど
、
市
民
生
活
を
支
え
る

た
め
の
大
き
な
課
題
に
も
対
応
し

な
が
ら
、
多
く
の
問
題
の
根
幹
に

あ
る
人
口
減
少
対
策
の
た
め
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

会派おおぞら

日々の暮らしを守り、市の明るい未来を！

　幹事長　前野　文孝

　

コ
ロ
ナ
と
闘
う
ひ
と
り
ひ
と
り

が
生
活
に
安
心
と
希
望
を
見
い
だ

せ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ま
の
声
を
市

政
に
届
け
、“
新
た
な
一
歩
”
を

提
案
し
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　

公
明
党
は
草
創
期
以
来
、「
生

命
・
生
活
・
生
存
を
最
大
に
尊
重

す
る
人
間
主
義
」
を
政
治
理
念
と

す
る
「
中
道
主
義
」
を
貫
い
て
き

ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
も
誠
実
・
清

潔
・
正
義
の
党
と
し
て
、
生
活
者

目
線
の
施
策
を
推
進
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り

ま
す
。

豊岡市議会
公明党
新しい時代を切り開くための“新たな一歩”を

代　　表　竹中　　理
副代表兼会計　芦田　竹彦

各会派の

抱負 ・取り組み
会派とは、議会　で同じ政策を持つ

議員の集団　をいいます。
　　2022年12月1日　現在、6会派があります。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
ふ
る
さ
と
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
課
題
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
負
け
な
い
地
域
社
会

の
実
現
と
、
地
域
の
隅
々
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
経

済
活
性
化
で
す
。
関
貫
市
政

は
も
ち
ろ
ん
、
兵
庫
県
政
や

国
政
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
や

暮
ら
し
を
守
る
政
策
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
声
を
大

事
に
し
て
、
議
員
自
ら
切
磋

琢
磨
し
、
市
民
か
ら
真
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
活
動
を
行
う

こ
と
を
目
標
に
、
豊
岡
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

令和とよおか
クラブ
市政や県政、国政と連携した政策実現

　代　表　松井　正志
　副代表　田中藤一郎
　会　計　田原　宏二

石田　　清
清水　　寛
福田　嗣久
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常任委員会 視察報告常任委員会 視察報告
※当時の委員会構成により実施したものです

総
務
委
員
会（
10
月
17
日
～
19
日
）

文
教
民
生
委
員
会（
10
月
18
日
～
20
日
）

建
設
経
済
委
員
会（
10
月
17
日
～
19
日
）

「
書
か
な
い
窓
口
」を
は
じ
め
と
し
た
行
政
Ｄ
Ｘ
の

推
進
（
北
海
道
北
見
市
）

　
窓
口
で
の
聞
き
取
り

を
元
に
職
員
が
作
成
し

た
申
請
書
が
即
時
に
印

刷
さ
れ
、
最
後
に
内
容

確
認
と
署
名
を
行
い
申

請
完
了
。
さ
ら
に
は
関

連
す
る
申
請
も
そ
の
場

で
行
う
こ
と
が
で
き
、

ま
さ
に
「
書
か
な
い
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
で

あ
る
。

　
申
請
書
の
共
通
様
式
化
、
本
人
確
認
の
統
一
的
な
実

施
、
押
印
省
略
化
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ
で
も
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
、
常
に
来
庁
者
目
線
で

効
率
的
か
を
考
え
行
動
さ
れ
た
話
に
は
感
銘
を
受
け
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ク
（
北
海
道
旭
川
市
）

　
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
心
の
高
い
人
材

の
育
成
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
誘
致
や
最
先
端
技
術
の
導
入

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
２
０
２
１
年
２
月
に
開
設
さ
れ

た
施
設
。

　
そ
の
ま
ま
の
形
で
豊
岡
市
で
実
施
す
る
こ
と
に
は
課

題
が
多
い
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
育
成
や
教
育
旅
行
・
不
登

校
支
援
の
面
な
ど
で
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
が

あ
る
ほ
か
、
今
や
高
齢
者
に
と
っ
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
当
た

り
前
の
社
会
と
な
っ
て
お
り
、
若
者
と
高
齢
者
が
共
通

の
ス
テ
ー
ジ
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性

も
感
じ
ら
れ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
福
岡
県
春
日
市
）

　
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
が
設
置
し
、
最
近
で
は
学

校
運
営
協
議
会
へ
児
童
生
徒
も
参
加
し
、
校
則
の
見
直

し
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
と
規
模
な
ど
は
異

な
る
が
、
本
質
は
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
県
大
野
城
市
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
事
業
開
始
し
た
も
の
を
市
が
委
託
し
、

住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。
市
と
受
託
者
が

「
顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
づ
く
り
」
を
心
が
け
て
お
り
、

利
用
者
の
満
足
度
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
事
業

（
福
岡
県
久
留
米
市
）

　
待
機
児
童
が
多
い
市
の
中
心
部
か
ら
、
空
き
の
あ
る

周
辺
部
の
保
育
施
設
へ
園
児
を
バ
ス
で
送
迎
し
て
い
る
。

保
育
環
境
の
確
保
の
み
で
な
く
、
周
辺
部
の
施
設
を
ど

う
活
用
す
る
か
知
恵
を
だ
し
運
営
し
て
い
く
重
要
性
が

分
か
っ
た
。

重
層
的
支
援
会
議
の
取
り

組
み（
福
岡
県
久
留
米
市
）

　
高
齢
、
障
害
、
子
ど
も
、
生

活
困
窮
と
い
っ
た
分
野
ご
と
で

は
対
応
で
き
な
い
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
支
援
体
制
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
関
係
機
関
で
目
的
意
識

の
共
有
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
本
市
の
取
り
組
み
へ
提
案

し
た
い
。

自
伐
型
林
業
の
取
り
組
み

（
高
知
県
佐
川
町
）

　

担
い
手
の
育
成
や
、
雇
用
の
創
出
を
中
心
に

2
0
1
3
年
か
ら
取
り
組
み
、
39
名
の
雇
用
が
生
ま
れ

た
。
現
在
12
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
活
動
し
、

こ
れ
ま
で
に
15
名
が
林
業
に
従
事
し
て
い
る
。　

　
協
力
隊
員
を
３
年
で
研
修
す
る
た
め
、
町
有
地
を
研

修
地
と
し
て
実
施
。

　

自
伐
型
林
業
は
山
や
森
に
や
さ
し
い
林
業
で
あ
り
、

環
境
問
題
が
危
機
的
に
な
っ
て
い
る
今
、
非
常
に
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。「
50
年
後
、
1
0
0
年
後
に
価

値
あ
る
山
・
森
林
を
残
す
」
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
た
。

大
洲
市
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み

（
愛
媛
県
大
洲
市
）

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
2
0
1
8
年
に
、

「
城
下
町
の
保
全
と
活
用
」
を
設
立
趣
旨
と
し
て
、
地

域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
し
発
足
。
観
光
施
設
指
定
管
理
、
物

産
販
売
、
着
地
型
旅
行
事
業
、
ふ
る
さ
と
納
税
代
行
事

業
等
を
実
施
し
て
い
る
。
従
業
員
数
は
51
名
。
市
職
員

が
出
向
し
、
事
務
局

次
長
と
し
て
在
籍
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
中
心
と

な
り
、
行
政
、
金
融

機
関
、
観
光
事
業
者

が
協
力
し
、
街
づ
く

り
を
進
め
る
画
期
的

な
取
り
組
み
と
感
じ

た
。

北見市窓口課の取り組みを聴く委員

重層的支援会議の取り組みを聴く委員

大洲市古民家再生の現地視察
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2021年度
政務活動費
会派別支出状況
2021年4月1日～
　　2022年3月31日

 政務活動費とは何ですか？

　地方自治法や豊岡市議会政務活

動費の交付に関する条例等の規定

に基づき、議員が市政に関する調

査研究その他の活動に資するため

の経費として使用されます。

 交付額は？　申請を行った会派に対し、会派所属議員１人当たり月額10,000円が会派に交付されます。

 どういう活動に使ったの？

　収支一覧は下表のとおりです。市

ホームページでも公開しています。
※会派への交付額：１人あたり月10,000円

（2021年４月１日～10月31日）� （単位：円）
会派 交付額 支出額（内訳） 返納額

新風とよおか
（１名）
※2021年4月27日廃止

70,000� 0� 70,000�

新生とよおか
（６名）
※2021年4月28日廃止

420,000� 0� 420,000�

とよおか市民クラブ
（６名）
※2021年4月28日廃止

420,000� 0� 420,000�

市民とよおか
（７名）
※2021年4月28日結成

420,000� 189� ・調査研究費189円（コピー代） 419,811�

豊義会
（８名）
※2021年4月27日結成

480,000� 2,764� ・調査研究費2,764円（コピー代） 477,236�

ひかり
（３名） 210,000� 3,805� ・調査研究費3,805円（コピー代） 206,195�

日本共産党・あおぞら　　
豊岡市会議員団
（３名）

210,000� 1,537� ・調査研究費1,537円（コピー代） 208,463�

豊岡市議会公明党
（２名） 140,000� 2,716� ・調査研究費2,716円（コピー代） 137,284�

豊岡維新の会
（１名） 交付辞退 − −

計 2,370,000� 11,011� 2,358,989�

（2021年11月１日～2022年３月31日）� （単位：円）
会派 交付額 支出額（内訳） 返納額

豊義会
（８名） 400,000� 194,023� ・�調査研究費194,023円（兵庫県庁訪問旅費、議員力アップ�セミナー動画データ購入費、コピー代） 205,977�

令和とよおかクラブ
（６名） 300,000� 106,999�

・�調査研究費95,119円（兵庫県政策動向調査旅費、コ
ピー代）
・研修費7,000円（自治体議会特別セミナー受講料）
・資料購入費4,880円（書籍購入費）

193,001�

ひかり
（３名） 150,000� 7,866� ・調査研究費4,806円（コピー代）・資料購入費3,060円（書籍購入費） 142,134�

日本共産党豊岡市会議員団
（３名） 150,000� 28,319� ・調査研究費1,939円（コピー代）・資料購入費26,380円（書籍購入費） 121,681�

豊岡市議会公明党
（２名） 100,000� 270� ・調査研究費270円（コピー代） 99,730�

つなぐ
（１名） 50,000� 50,000� ・調査研究費180円（コピー代）・資料購入費49,820円（書籍購入費） 0�

会派　おおぞら
（１名） 50,000� 8,910� ・資料購入費8,910円（書籍購入費） 41,090�

計 1,200,000� 396,387� 803,613�



　
11
月
に
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
議
会
広
報
広
聴

特
別
委
員
会
を
始
動
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
代
表
す
る
議
会
は
、

市
政
の
発
展
の
た
め
に
行
政
と
の
議
論
を
尽
く

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
議
論
を
深
め
て
参
り

ま
す
。
　

　
ま
た
、
議
会
の
活
動
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す

べ
く
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
ま
え
の 

ふ
み
た
か
）

市
議
会
議
員
の

年
賀
状
等
は
失
礼
し
ま
す

　
議
員
、
公
職
選
挙
の
候
補
者
な
ど
は
、
選
挙

区
内
の
人
に
寄
付
を
す
る
こ
と
や
、
年
賀
状
、

喪
中
は
が
き
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た

め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
を
出
す
こ
と

は
、
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

12 ○

西田　真

荒木 慎大郎 芦田 竹彦 芹澤 正志森垣 康平

村岡 峰男
委員長

前野 文孝
副委員長

石田 　清

議会広報広聴特別委員会

津居山港まちごとかにまつり


